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「これまでの科学技術 ...これからの科学技術」
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英語科目 Japanese Science and Technology を担当している。この科目は共通教養科目に位置付けられており、主に交換留学生

を対象にしつつも興味ある日本人学生にも門戸を開いたものである。現代日本の科学技術について自身の専門である化学分野に主眼

を当てている。交換留学生の日本に対する印象は最先端の科学技術の進展した国の様であるが、明治期に西欧の科学技術を本格的に

導入したにも関わらず、かくも短期間で何故大きな成果を上げることが出来たかについても触れた方が良いのではないかということ

で、今年度からは戦国から江戸期における西欧の科学技術との邂逅についても触れることにした。

日本人の自然観は個々の神々のふるまいの結果が自然現象になるとするものに加え、中国の儒教的自然観やインド仏教由来の須弥

山説が渾然一体化したものに支配されていた。すなわち呪術的色彩を帯び、宗教的・倫理的な象徴としての自然という捉え方から脱

することができず、人間と自然を主客的に分離した上で「何故そうなるか」という問いに対する体系的な答えを組織していく「科学

的発想」はそもそもなかった。その状況下での1543年の鉄砲伝来は西欧科学の技術的側面との、それに引き続く宣教師の来日によ

るキリスト教の伝来はセミナリオやコレジオの設立を通して幾何・算術・天文・医学を始めとしたヨーロッパの大学の教科内容に匹

敵する科学体系と邂逅した最初の事例であった。程なくキリスト教の禁教令や鎖国政策によってセミナリオ等は閉鎖されたもののオ

ランダ商館を通じて得られた書籍を基に江戸期には蘭学が形成された。最初は大槻玄沢の芝蘭堂をはじめとした篤学家が設立した私

塾が主であったが、18世紀末から欧米各国の来航が頻発すると、幕府は蘭学の実用的な利点を海防、殖産興業に利用することを目

的に「蕃書和解御用」という蘭書翻訳専門部署を設置し数多くの蘭書を翻訳し、蘭学を掌握する姿勢を見せた。幕末期には幕府・各

藩とも反射炉・造船や欧米への留学生の派遣等を行っていたことが明治期の急激な西欧の科学技術の導入を容易にした。さらに、幕

府の昌平黌や各藩の藩校・高い識字率・高い民意などもそれに貢献した。

そんな中、ヘブライ大学のユヴァル・ノア・ハラリの『サピエンス全史』に出会った。日本と西欧との科学技術に関する交流を再

認識するある意味退屈な作業の中であったので一気に読了した。人類のこれまでとこれからを科学技術の観点から考え直させてもら

えたので。本書は、認知革命・農業革命・科学革命と近代化 (資本主義、産業革命 )の視点から、人間（サピエンス）の歴史を俯瞰し、

人間が他の動物を圧倒できた理由は、「集団で虚構を信じることができる力にある」として、宗教も貨幣も国家もすべて想像の産物で

あると喝破している。

さらに彼は近著『ホモ・デウス』において我々がどこへ向かおうとしているのかについても言及している。すなわち、現在の科学

技術の進化により神の領域に近づいた人間が、すなわち人工知能（AI）がさらなる進化によって人間の知能を超えるという「シンギュ

ラリティ（技術的特異点）」が近づく中、人類に残された選択枝とは何なのか、どのような社会を築くのかを考察している。これから

の科学革命は、歴史に終止符を打ち、何か全く異なる展開を引き起こす可能性が十分ある。例えば、AI や遺伝子工学といった科学技

術とホモ・サピエンスの能力が合体したとき、ホモ・デウス (神のヒト )へと自らをアップグレードできるのは少数の特権エリートで

あり、その結果大半の人たちは無用者階級になり、格差は想像を絶するものとなる。最近のトレンドであるAI・ビッグデータ・IoT・

クラウドと絡めた未来像となっているが、よくある未来予想と異なるのは、人類の本質的にもつ性質とは何か、という前作での長期

視点での考察を踏まえて未来を見ている。とはいえ、これはあくまでも１つの仮説である。

最後に彼は「唯一私たちに試みられるのは、科学が進もうとしている方向に影響を与えることだ。」とし、「私たちが直面している

真の疑問は、『私たちは何になりたいのか？』ではなく、『私たちは何を望みたいのか？』かもしれない。」と締めくくっている。意味

深な言葉と思える。遺伝子工学による人命の操作、AIによる支配など、現在の科学技術の将来は新たな特異点に近づいていると思わ

れるので。

ユヴァル・ノア・ハラリ『サピエンス全史(上・下)』、『テクノロジーとサピエンスの未来(上・下)』
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元号も改まり、新たな気分でプロジェクトに向かいたいところである。しかし、それに水を差すような状況が生じていたことをご

報告しておきたい。巻頭の言葉としては少し相応しくない内容かもしれないが、一切触れないでいるのも不自然であり、状況をよく

ご存知でない方への説明のためにも一言書いておきたい。

本年2月15日に文科省私学助成課長（公印なし）で以下のような通知が届いた。

「私立大学研究ブランディング事業の選定校に対する支援については、（中略）教育研究そのものの質の向上に対する支援を

優先する考え方の下、所要の見直しをいたしました。具体的には、支援期間を平成31 年度までとさせていただき、（中略）支援

終了後速やかに本事業の成果等を各校においておまとめの上ウェブサイト上に公表いただき・・・（後略）」

要するに、2016年度（および2017年度）に採択された全てのプロジェクトの支援期間は、当初予定の5年間ではなく今年度ま

でとなり、5年を待たずして成果報告をまとめよ、という通知である。

この支援中止に関しては3月に大阪と東京で説明会があり、小職は大阪の説明会に出席したが、何故、一度認めたものを覆さなけ

ればならなかったのかについての合理的な説明があったとは到底言えないものであった。我々の側に落ち度があったわけではなく、

一方的に支援中止となったことには納得できないし、教育行政は文科省と各大学の信頼関係で成り立つものであって、それを裏切る

ような今回の決定には怒りを禁じえない。

しかしながら、決定がどうあろうと、我々がなすべきことは、粛々と目の前の研究を遂行していくのみである。本プロジェクトが

目指している医療器材の開発は、一朝一夕に結果が得られるものではない。もとより、研究に終わりはない。発見や達成は、それま

でにない新たな視座を可能にし、顕在化していなかった新たな課題・目標を見つけ、さらなる高みへと踏み出す契機となる。大学本

部には、当初予定の5年終了まで計画通りにプロジェクトが遂行できるよう、さらには5年終了後もプロジェクトとしての研究体制

を継続できるよう、支援をお願いしている。

私立大学の「ブランド化」という言葉については、少し前に有名私立大学における不祥事などもあり、世間の捉え方が必ずしも好

意的なものばかりではないことも承知している。しかし、大学本来の役割である教育と研究，本号の特集にもある人材育成に関する

実績や名声（＝「◯◯を学びたければ◯◯大学」）は、もっと正当に評価されるべきであるというのは、私立大学に籍を置く人間の側

の偏重した考え方ではあるまい。

幸い、我々のプロジェクトは非常に順調に進捗しており、学外からも高い評価を受け、校友などの本学関係者からは熱い声援を頂

戴している。こうしたプロジェクトを実行するきっかけを得たことについては、率直に文科省や関係各方面に感謝したい。当初から

支援期間は5年であって、遅かれ早かれ自分たちの力だけで道を歩んでいかなければならなかったことに変わりはない。むしろ、助

走の期間の後には、外部からの支援なしに独り立ちして進んでいけるようでなければ、大学の研究ブランドを確立したとは言えない

だろう。

プロジェクトメンバーの先生方には、これまで以上の覚悟で、より一層の研鑽と努力をしていただくよう期待したい。各方面の皆

様方には、プロジェクトの行く末を見守っていただき、引き続きのご理解とご協力をお願いする所存である。
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